
◎３月の目標  生活目標 １年間のまとめをしよう 

言語目標 「ありがとう」の気持ちを言葉で伝えよう 

  

 

 

 

                            

 

 

今こそ日常の学習の約束を家庭で 
～オンライン授業の中から～ 

校長 島埜 秀男 

 寒さ厳しい折、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。校庭の紅梅が鮮やかに咲き

始め春の訪れを感じる季節となりました。日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうござ

います。 

 さて、荒川区では新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン授業への参加を３月６日までお願いしてい

るところです。以前から準備はしておりましたが、公立幼小中学校全て実施をするこ

とでシステムへの負担が大きくなり、全区的に不具合が生じており、ご心配とご迷惑

をおかけしています。校内でも今ある環境でできる限りの改善に努めています。また、

先生方の工夫により授業内容も充実してきました。 

オンライン授業をさらに充実するためには、日常の学習ルールが基盤となります。

家庭にいるといつもとは異なる環境にあるため当たり前にできていたことができなく

なっていることがあり非常に心配しています。基本は、オンライン授業は、学校の生

活規律と学習規律に準じて参加します。以下のことが守られているかどうかお子さん

と確認してください。 

 ・前日に宿題や自主学習等に取り組み、時間割をそろえる。 

  ※登校しているときと同じようにするとよい。（ランドセルにきちんと入れる） 

 ・就寝、起床、着替え、朝の支度、食事をいつもどおり済ませ余裕をもってオンライン授業の準備する。 

  ※このルーティーンをいつもどおりしていないと登校することができなくなることもあります。 

 ・classroomに入室したら、掲示板を必ず確認する。 

  ※重要な連絡や課題等が届いていることがあります。 

 ・Meetに接続したらカメラＯＮ・マイクＯＦＦにする。 

  ※学校と同様に「ピン・ピタッ・グー」の健康的な姿勢でカメラに向かって授業を受けます。 

  ※背景はプライバシーに配慮して壁やカーテン等になるようにすることが望ましい。 

   （背景を貼り付ける機能は使用しない。負担が大きくなり動作に不具合が起こってしまいます） 

  ※学校側では、カメラの画像が見えなくなってしまうことがありますが、授業への取組状況を確認するため

に必要です。 

 ・授業中は学校同様指示がない限り、席を離れません。トイレや水分補給も休み時間に済ませます。 

  ※学校と同様に急な用事ができた場合は、挙手ボタンを押して先生に断ってから席を離れます。 

 ・私語はしないで挙手して指名されてからマイクをＯＮにして話す。 など 

  ※1対１の授業ではなく、みんなで授業をつくっています。先生や友達の意見は、いつも以上に集中して聞く

ことが大切です。 

 他にもありますが、今こそ日常の学習の約束が家庭でもできるかが試されているとも言えます。たいへん困難な 

状況ではありますがよろしくお願いします。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３月の行事予定＞ ※（寺）：寺子屋（放課後学習） ※３月中に予告なしの避難訓練を行います。 

 

 

 
 

 火 水 木 金 土 

 １  ２ ３  ４  ５ 

 保護者会 

１～３年 １４時 

４～６年 １５時 

※オンライン開催 

１～３年４時間授業 

４～６年５時間授業 

 

謝恩会 

６年生以外４時間授業 

  土曜授業日 

※公開はありま

せん。 

 

７（寺） ８（寺） ９（寺） １０（寺） １１ １２ 

全校朝会 

 

   震災から学ぶ会 

４年下田代替行事 

 

１４（寺） １５（寺） １６（寺） １７（寺） １８ １９ 

全校朝会 

震災募金① 

震災募金② 震災募金③    

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

振替休日 全校朝会 

卒業式予行練習 

給食終 

卒業式前日練習 

卒業式 修了式 

大掃除 

春季休業日始 

４月５日まで 

創立９６周年 

令和４年 ３月 １日 

荒川区立第六日暮里小学校 

令和３年度  第１２号 

発行者 島 埜  秀 男 

 

震災から学ぶ会および震災募金のお知らせ 

  

東日本大震災の翌年、２０１２年から六日小では「震災から学ぶ会」を行っています。５年生が「総合」の学習の

中で、震災をテーマに調べ学習を行い、その結果を集会で全校に発表します。 

 その集会を受けて、児童計画委員会が中心になって被災地を応援するための募金活動に１０年間、取り組んできま

した。３月１４日～１６日の３日間、８時１０分から８時２０分の登校時間に正門に立って募金活動を行います。 

 児童の「自分でも被害を受けた地域に何か役にたちたい」という気持ちの一端を、募金活動を行うことで形にする

活動です。集まった募金は、荒川区を通して姉妹都市である石巻市に寄付されます。紛失の恐れなど現金を児童に持

たせることに不安をお持ちのご家庭もあることかと思います。もちろん募金を無理にお願いするものでもありません。 

 以上のことを考慮いただいたうえで、この「震災募金」のお知らせとともにご協力をお願いいたします。 

 

 

オンライン学習期間 


